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＜＜ 総合戦略（骨子案）（2015～2019（5年間））＞＞

【基本コンセプト】

新生活をスタートするまち

▶施策の方向➑ 介護・医療を支える《介護・医療》

今後の超高齢社会を見据え、急増する介護需要に対応できる人材の育成・確保に向けた取り

組みを行うとともに、介護予防の充実をはかる。また、地域における高齢者の支援を円滑に

行うため、医療と介護の連携を強化する。

（主な事業）介護職員初任者研修費用助成事業、介護予防・生活支援サービス事業

▶施策の方向➒ 地域で支えあう《地域福祉》

住民が主体となった地域の基盤となる活動・団体を支援し、高齢者をはじめとする支援が必

要な人たちを地域で積極的に支えあうことができる環境づくりを推進する。

（主な事業）介護施設等における地域連携支援事業、地域ケアシステム推進事業

▶施策の方向➍ 心地よい景色のあるまち《景観》

住んでいて良かった・住み続けたい・住んでみたいと思える、快適で魅力ある美しいまち並

みを形成する。

（主な事業）ガーデニング・シティいちかわ事業、まち並み景観整備事業

▶施策の方向➎ 安全なくらしのあるまち《安全》

子どもからお年寄りまで、だれもが住み慣れた地域で安心してくらせる安全なまちを実現す

る。

（主な事業）防犯対策事業

▶施策の方向➊ いちかわで結婚をはじめる《結婚支援》

若者が結婚の希望をかなえることができるよう、結婚に対するイメージの向上と出会いの

きっかけづくりを行うとともに、若者の就労を支援し、生活基盤の安定を支える。

（主な事業）婚活支援事業、若年者等就労支援事業

▶施策の方向➏ 誇れる文化のあるまち《文化》

歴史的文化資産に恵まれ、また、多くの文化人とゆかりがある『文教都市』という地域性を

活かし、身近なまちの文化に市民が親しむ取り組みを推進し、まちへの誇りと愛着を育む。

（主な事業）文化施設案内サイン等整備事業、街回遊展

▶施策の方向➐ 賑わいのあるまち《産業・観光》

産業・観光・地域の活動などさまざまな分野において、新たな資源の発掘と人や情報の交流

を活発にすることで、賑わいのある地域の創出を目指す。

（主な事業）中小企業支援事業(企業・産業間連携支援事業)、いちかわふらり途中下車事業

▶施策の方向➌ いちかわで学びをはじめる《教育支援》

私立学校や大学などが多い文教都市としてのイメージを活かし、地域と連携しながら教育の

質の向上をはかるとともに、『教育が充実しているまち、いちかわ』という魅力を発信する。

（主な事業）夢の教室事業、校内塾・まなびくらぶ事業

【基本目標３】

みんなで

支えるまち

・いちかわ

《高齢化対策》

【基本目標２】

住み続けたい

魅力あるまち

・いちかわ

《定住促進》

【基本目標１】

家族を

はじめるまち

・いちかわ

《子育て支援》

▶施策の方向➋ いちかわで子育てをはじめる《妊娠・出産・子育て支援》

女性の就労増加や価値観の多様化によって、出産の高齢化が進んでいる現状を踏まえ、仕事

と子育ての両立を支援するとともに、待機児童の解消をはじめとする保育サービスの充実に

引き続き取り組み、誰もが安心して妊娠・出産を迎えられる環境づくりを行う。

また、喜びと安心を持って子育てを行えるまちを目指し、妊娠・出産・子育てに関する切れ

目のない支援体制や地域における子育て支援の充実をはかる。

（主な事業）保育士等確保対策事業、子育て世代包括支援事業

＜＜ 人口ビジョン（骨子案）（2015～2060（45年間））＞＞

市川市まち・ひと・しごと創生総合戦略（骨子案）（概要）

■人口の現状分析

■将来推計

都心に近い住宅都市である市川市は、都心に対する地理的優位性や発達した公共交
通機関などの魅力を活かし、入学・就職・結婚を機に“スタートするまち“

【全体】

〇総人口は一時減少したが、現在は回復傾向（47.6万人）

〇団塊Jr世代が全体の7.5％(H27.8)、生産年齢人口を中心とする人口構成

【自然動態・出生】

〇合計特殊出生率は1.32、出生数は年間4,438人（H26）

〇過去10年間で、第1子の出産年齢2歳程度上昇・30代後半以降の出産が増

〇高齢化で死亡数は増傾向だが、いまだ自然増＋1,000人程度を堅持

【社会動態】

〇20～40代を中心に、年間転入約3万人、転出約3万人の人口移動がある

〇10代後半～20代の若者世代は、地方から転入超過

〇30代～40代前半と乳幼児の子育て世帯は、近隣市や東京都内へ転出超過

結婚・就職などを機に地方から若者が多く流入

【年少人口】

〇出生率の回復で、出生数を年間4,000人前後・年少人口割合13％程度を維持

【生産年齢人口】

〇出生率の回復と定住希望を叶え、5歳階級ごとで2万人程度・各階級で一定の人口を確保

〇2060年に生産年齢人口割合は55％程度

【老年人口】

〇団塊Jrが多い人口構成から、これが65歳以上となるH42年ごろから急激に高齢化率が上昇

〇出生率の回復等が叶っても、高齢化率は32％程度・生産年齢約1.7人で1人を支える

子育て世代の転出超過への対応

希
望
を
か
な
え
、
出
生
率
回
復
が
必
要

超高齢社会の到来

生産年齢の確保
ピラミッドの適正化

（老年人口）
20.1% 32.4%

（年少人口）
12.5% 12.9%

【現在】 【2060年推計】※シナリオ2

（生産年齢人口）
67.4% 54.7%

資料１


